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を経て、
2016 年より同教授となる。
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IoT時代の基盤技術を目指して
～次世代システム制御理論の構築～

・ システム制御理論
・ マルチエージェントシステム
・ 最適化理論

I

フィジカル空間から情報を収集し、サイバー空間で適切に処理し付加価値を
創出。それをフィードバックしてフィジカル空間で有益に活用する。

oT（Internet of Things）時代が到来しています。IoT時代では実世界

（フィジカル空間）から観測した情報をパソコンなどの仮想世界（サ

イバー空間）で適切に処理する事で付加価値を創出し、実世界に還元する

事でよりスマートな社会サービスを提供することが期待されています。例え

ば、次世代型のインフラシステム、高度道路交通システム、スマートセンサ

を導入した医療福祉サービスの充実などが挙げられます。

システム制御理論は、付加価値を創出するための情報の収集、処理、還元

方法を与えられるため、IoT社会での基盤技術となる事が期待されます。そ

の為には、大規模な対象から、通信制約（通信遅延や通信容量、プライバシ

ー保護）がある中で情報の収集・還元をし、多種多様なニーズ（自動化・最

適化・省エネ化）に応える必要があります。私の研究では、そのような課題

に応え、よりスマートな社会を実現するシステム制御理論の構築を目指し

ています。

足立  亮介  助教
 Adachi  Ryosuke

2014年北海道大学工学部情報
エレクトロニクス学科卒業
2019年北海道大学大学院情報科学研究科修了
2019年より山口大学助教となる。
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http://web.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~r-adachi/
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山口大学助教を経て、
2018年より同准教授となる。

准教授
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究極の「窒化物半導体」を用いたデバイスの応用例

いことがひとつの要因である。本研究室は結晶成長からデバイス作製ま

で行うことのできる設備が整っている。今後の窒化物半導体の力を十分に

出し切ることのできる結晶成長を基盤技術とし、デバイス応用さらにその

諸特性の解明を目標に日々研究を行っている。

・ 半導体
・ 電子デバイス
・ 電気・電子材料

より
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電気学会 Fellow http://pelab.eee.yamaguchi-u.ac.jp/
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2002年より同助教授（現 　　　）
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助手（現 助教）
研究員等を経て、
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https://mhotta.jimdo.com
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山口大学講師を経て、2018年より同准教授となる。

准教授
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省エネ・創エネ・畜エネに貢献する
パワーエレクトロニクス

・ パワーエレクトロニクス
・ 電気エネルギー工学（発生・
 変換・貯蔵、省エネルギーなど）
・ 
・ 
電気機器
照明

エ ネルギー自給率が先進国35ヵ国の中で2番目に低い8%しかない

日本では、2030年度時点で火力や再生可能エネルギーなどバラン

スのよい電源構成を目指すとともに、電気エネルギーの需要を2013年度と

同等に抑えることを目標としています。

私たちの研究室では、省エネ・創エネ・畜エネに貢献するパワーエレクトロ

ニクス技術に関する研究を行っています。パワーエレクトロニクス技術は、

電圧や電流の大きさや交流・直流など電力の形態をパワー半導体デバイ

スを用いて自在に制御することができます。この技術を利用し、風車から効

率よくエネルギーを取り出すための電力変換器の制御技術や産業用LED

照明の低損失化と高機能化、身近にある振動や温度差から電気エネルギ

ーを取り出すエネルギーハーベスティングのための電源技術など、シミュ

レーションや実験により実証研究を行っています。
これまでに研究開発を行った各種電源と関連する発電デバイス
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負イオンが拓く未来の世界
～水素負イオンの基礎特性の解明と応用

・ 基礎・放電プラズマ
・ 電子ビーム・イオンビームへの応用
・ プラズマ対向機器・加熱機器
・ ビーム物理

プ

負イオンを作るプラズマ装置と実際に生成した水素負イオンの一部

ラズマは、私たちの生活と密接に関わっています。雷やオーロラに

代表される自然界から、ネオンランプや宇宙探査機の推進器とい

ったものまで様々です。プラズマとは固体→液体→気体につづく第4の状

態で、原子が原子核(正電荷をもつ正イオン)と電子に分離・構成されるエ

ネルギーの高い状態です。ところが、ある条件下では負電荷をもつ”負イオ

ン”も存在することが分かっています。

この負イオンは、正イオンとは異なる”壊れやすい”という特徴を有してい

ます。その特徴を活かして、半導体デバイス・表面処理、半導体加工といっ

た産業分野だけでなく、医療や素粒子物理分野として、そして次世代エネ

ルギー源として期待される核融合炉の加熱用ビームとして幅広く応用さ

れています。私たちは、このように汎用性の高い負イオンを独自の手法で

生成し、とくに水素に着目して、そのプラズマと水素負イオンの基礎特性

の解明と応用を行っています。

吉田  雅史  助教
 Yoshida Masafumi

2006年 九州大学工学部卒業
2011年 九州大学大学院総合理工学府修了
日本学術振興会特別研究員(DC2-PD)、     
(国)量子科学技術研究開発機構を経て、
2016年より山口大学助教となる。
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、山口大学講師、
同助教授（准教授）を経て、2018年より同教授となる。
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